
 

  

喫茶代への支出 

喫茶代への支出は10年前に比べ17.2％増加 

15,018

12,945

9,307 8,992 8,599

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

岐阜市 名古屋市 東京都区部 神戸市 大阪市

（円）

全国平均 6,045円

13.4 13.9 14.7 14.3 15.3

23.3
24.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

月 火 水 木 金 土 日

（円）

（曜日）

91.9 94.2
92.4

88.9 89.4 88.6
86.5

97.1 96.6
100.0

107.7

26.8
27.7 27.8 27.8 27.9 27.7 27.7

29.3 28.9

29.8 29.5

26

27

28

29

3080

85

90

95

100

105

110

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
18年

0

実質金額指数

（左目盛）

支出があった世帯割合

（右目盛）

平成

（平成27年=100）

（％）

 

 

 

 

 

今年も夏が近づいてきました。外を歩いて

いると、コーヒーショップや喫茶店に立ち寄

り、冷たいコーヒーなどを飲んでひと休みし

たくなるのではないでしょうか。そこで今月

は、喫茶代への支出について、家計調査の結

果から見てみましょう。 

 

 

１世帯当たりの喫茶代への年間支出金額を、

価格の変化分を除いた指数注１)でみると、平

成25年以降、増加傾向にあり、28年は10年前

に比べ17.2％増となっています。また喫茶代

への支出があった世帯の割合も29.5％と、

2.7ポイント上昇しています（図１）。 

 

 

 

次に、平成28年平均の１世帯当たりの喫茶

代への支出金額を曜日別注２)にみると、時間

に余裕のある人が多い土曜日と日曜日注３)の

支出金額が、平日（月～金曜日）の約1.7倍

となっています（図２）。 

 

 
                                                   
                                                   

 

最後に、喫茶代への年間支出金額（平成26

～28年平均）を都道府県庁所在市別にみると、

岐阜市が15,018円と最も多く、次いで名古屋

市（12,945円）となっています。 

岐阜県や愛知県では、人口当たりの喫茶店

の数も多い注４)ことから、喫茶店を利用する

習慣が根付いているためとみられます（図

３）。 

 

 

＜家計ミニトピックス＞                             総務省統計局 

－ 家 計 調 査 （ 二 人 以 上 の 世 帯 ） 結 果 よ り － 

支出金額１位は岐阜市、２位は名古屋市 

週末の喫茶代は平日の 1.7 倍 

図３ 喫茶代の１世帯当たり年間支出金額の 

都道府県庁所市別ランキング（平成26～28年平均） 

図１ １世帯当たりの喫茶代の実質金額指数 

及び喫茶代への支出があった世帯割合の推移 

注１)平成27年を100とした指数 

図２ 喫茶代への曜日別支出金額 

（平成28年平均） 

注４)「平成26年 経済センサス（基礎調査）」及び 

「人口推計（平成26年10月１日現在）」（総務省）より 

 

注２)１日当たりの金額  

注３)日曜日には祝日及び年末年始を含む 

「家計調査通信第520号（平成29年６月15日発行）」より 




